
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農業に有用な生物多様性の指標生物調査・評価マニュアルについて 
○ 農水省は、委託プロジェクト研究「農業に有用な生物多様性の指標及び評価手法の開発」（平成20～23年度）にお

いて、環境保全型農業の生物多様性保全効果を科学的に評価するための手法を開発。 
○ 指標となる生物（主に害虫の天敵となる昆虫類）の個体数を調査し、それを点数化することで環境保全型農業の取

組効果を評価。 

・地区は、北日本、関東、中部、近畿、中国・四国、九州を設定し、作目は（水田、果樹・野菜など）を設定。 
・指標生物は、アシナガグモ類、コモリグモ類、トンボ類、カエル類、水生コウチュウ・水生カメムシ類等（水田の例）を設
定（地区や作目によって異なる）。 

評価マニュアルの概要 

・評価は、各指標生物を調査し、得られた個体数を基準として点数（スコア）をつけて実施。 
・スコアは指標生物ごとに３段階の値で表し、各指標生物のスコアを合計して総スコアを計算し、総スコアによって効
果をＳ、Ａ、Ｂ、Ｃの４段階で評価。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・マニュアル作
成時のデータ収
集（北日本）は
Ａ県から離れた
県で実施された
ため、Ａ県は評
価マニュアルが
県内でも適応可
能か調査・検討
を独自に実施。 
 
・生物多様性に
配慮した管理を
行っている水田
の評価が高い傾
向となった。 

水田における地域別指標生物 

指標生物、調査法およびスコア例（北日本） 
５種類の合計スコ
アから環境保全型
農業の効果を評価 

実際に調査を行った事例（北日本のＡ県） 
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